
　ポール・ハリスはロータリークラブの初代会長だったか。

　ノー。

　ポール・ハリスは国際ロータリーの初代会長だったか。

　イエス。

　ポール・ハリスは１９０５年にシカゴで最初のロータリー・

クラブを組織した創始者でしたが、その最初のクラブ会長

に選ばれたのは、シルベスター・シールだったのです。

　１９１０年に国際ロータリーがロータリー・クラブから

成る組織が創設された時に、その初代会長に選出されたの

がポール・ハリスでした。ロータリー精神の提唱者で、その

最初に生まれたロータリー・クラブの会長になるのを辞退

したこの人物が、国際的な組織に発展した国際ロータリー

の初代会長になったのです。　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　「ロータリーのいろは」より

　シカゴロータリー・クラブが創立して５年後国際ロータ

リー（当時は全米ロータリー・クラブ連合会）が結成されク

ラブ数１６クラブ、会員数１８００名でスタートしました。

　その後わずか２年でカナダ・英国・アイルランド・スコッ

トランドにも拡がり国際ロータリーに加盟したいと言うに

至っています。

　この資料を見て私が感じる事は、ポール・ハリスはこのロ

ータリー・クラブの精神を立案し、具体的に実行に移したと

きには、すでにこのクラブの素晴らしさを実感し、これが全

米にそして全世界に拡大していく事を予測していたのでは

ないかと想像します。もしかしたら具体的に示されていた

かもしれません。

いずれにしましても短期間にこの数字を実現するには、相

当な企画力と実行力があった事と思います、もちろん、ロー

タリー精神を受け入れやすい時代背景あっての事とは思い

ますが・・・・。

　１００年経った今、会員数の維持に躍起になり、さまざま

な制度の改革を打ち出してはいますが、楽しく楽なクラブ

ライフも重要かと思いますが、それ以上に必要な事は、ロー

タリーの綱領を基に、今の時代にマッチし、達成感溢れるク

ラブに自らが変革し続ける事かと私は思います。

１．１２月から１ドル１１２円にロータリーレートが変わ

りました。

２．２００８年度国際大会２００８／６／１５～１８に開

催される　ロスアンゼルス　国際大会への参加のお誘いが

来ております。国際奉仕委員会よりご連絡して頂きます。

３．ＲＩ定款細則、標準ロータリークラブ定款改正について

連絡が来ております。

４．例会終了後レストランにて定例理事、役員会を開催致し

ますので関係者の方よろしくお願い致します。

　２００７年規定審議会によりＲＩ定款細則、標準ロータ

リークラブ定款が改正され、日本語訳が下記ウエイブサイ

トよりダウンロードできますのでご覧ください。

　新しい手続き要覧はまだ発行されておりません。

イ、２００７年組織規定(ＲＩ定款細則、標準ロータリーク

ラブ定款)
http://www.rotary.org/RIdocuments/ja_pdf/col07_constitution

al_documents_ja.pdf

ロ、標準ロータリークラブ定款

http://www.rotary.org/RIdocuments/ja_pdf/constitution_club_
ja.pdf

http://www.rotary.org/RIdocuments/ja_pdf/col07_constitutional_documents_ja.pdf
http://www.rotary.org/RIdocuments/ja_pdf/constitution_club_ja.pdf


　１１月２１日午前６時２６分の三島駅発始発の新幹線で

元気に出発しました。成田からのタイ航空で一路タイへ、

到着後は各自２３日の自転車贈呈式に向け体調を整えるた

めタイ式マッサージに精を出していました。２３日は午前

４時のモーニングコールで起床、５時ホテル発という強行

日程で、目的地近郊の空港ウボンラチャタニには７時には

着いていました。受け入れ先であるアムナートチャルーン

ＲＣの出迎えを受け、贈呈式会場へと向かいました。市の

中心にある公園での贈呈式では、古屋会長が挨拶をし、盛

大に催されました。アムナートチャルーンＲＣの会長は女

性で、大変美人の方でした。

　その後、前回訪問した小学校に行き、ナマズの養殖を見

学、順調にいっているようでした。このナマズ養殖は半

田南ＲＣの事業で、学校は休みでしたが大勢の生徒が出席

していました。

　場所を移動し、アムナートチャルーンＲＣの例会場とな

っているバンガローハウスのレストランで昼食をとりなが

ら親睦を深め、当クラブから持参したお土産のバッジ等を

交換しました。短い４泊５日の訪問でしたが、大変意義深

いものがあります。ぜひ来年も参加し、まだ行かれていな

いメンバーに皆さんをお誘いしたいと思います。最後にな

りますが、この事業を継続的に続けられているバンコクス

リウォンＲＣの皆さんに感謝申し上げ、報告とします。

　見学の後、アムナートチャルーンＲＣ会長の経営する湖

畔のレストランで昼食会が開かれ、ここで日本から用意し

てあった土産（和菓子、日本酒）をおくりました。　　

　バナー交換では名前変更の協議中でバナーがないことを

説明し、変わりに日本のロータリーのバッチを贈りました。

　翌２４日にはバンコクでスリウォンＲＣの会員の経営す

る日本食レストラン「江戸屋」で夕食会が開かれ支援金

の２５万円を贈呈してきました。

　２００８年は当クラブの６回目の自転車贈呈になります

が、節目の年になります。次回の贈呈式の日は２００８

年１１月２１日（金）に決めてきました。今までに一度も

参加していない人の参加を待っています。２１日の自転車

贈呈式と２２日の支援金の贈呈式に参加していただければ、

その他の日程は自由です。自転車贈呈に参加すると観光も

できますし、美味しい料理にもありつけます。普通の旅行

では行けないところへも行くことができます。その他いろ

いろな要素を持ったイベントです。２３日、２４日が日本

の連休です。この時期に仕事を入れないようにしてぜひ参

加して下さい。

■第五回タイ自転車贈呈事業

タイ自転車贈呈事業世話人　根津延和

　１１月２３日にタイのアムナートチャルーン県に自転車

贈呈式にいってきました。　

　今回は古屋会長を団長として、大房、片野、兼子、沢田、

田中、西原、根津、野中、保坂、矢岸、山本の１２名で行

ってきました。贈呈式はアムナートチャルーンの中心部の

Ｍｉｎｇ　Ｍｏｎｇｋｏｌ　Ｐａｒｋ（Ｃｌｏｋ　Ｔｏｗｅｒ）

で行われました。当クラブとしては５回目ですが、放置自

転車贈呈式としては５４回目になります。　今回は４００

台の自転車を贈呈してきました。式典はアムナートチャル

ーンＲＣのヴィリンダ会長の挨拶で始まり、県知事、市長、

３３４０地区ガバナーの挨拶の後、古屋団長の挨拶がスリ

ウォンＲＣ政岡会長のタイ語への翻訳をはさみながら行わ

れました。贈呈式の後は地元の寺院の仏像を見学しました

が、森林の中に金色に輝く巨大な仏像に圧倒されました。

根津延和君
タイ自転車贈呈式でのおみやげ代、残金をスマイルします。
松下充孝君
本日から出席いたします。今日は交通安全管理者の講習を
受けました。
山上光喜君
小学校１年の末娘が校内マラソン大会で１位になったので
スマイルします。



■審議事項

１． 次年度理事、役員の承認の件

※大房正治氏より説明

　理事

　　次々年度会長：山梨一正

　　次年度会長：大房正治

　　会員組織委員長：澤田稔

　　奉仕プロジェクト委員長：古屋憲男

　　ロータリー奉仕委員長：渡邊照芳

　　広報委員長：矢岸貞夫

　　クラブ管理委員長：山梨一正

　　　　　　　　幹事：鈴木政則

　　　　　　　　会計：西原克甫

　　役員：兼子悦三　片野誠一　中村徹　保坂国夫

野中伸行　田中四史生　遠藤正亀 宮澤正

中山和雄

承認

２． 新入会手順の変更について

※中村徹氏より説明　細則変更委員会

■会員推薦手順の解説

・会員はクラブ見学ゲスト（入会推薦を前提として、気楽

に来ていただく）の推奨に努める

・ただし、このゲスト見学は、省略しても可である。

・推薦状を推薦者は書面にて幹事に提出すること。

・幹事は、書面の記載内容を確認の上、理事会に提出する。

・理事会では、職業分類と会員選考規程に足しているかを

審議する。

・ＮＯの場合

　幹事は推薦者にその理由を伝え、推薦者は被推薦者にご

理解と納得がいただけるようお話をしていただく。

・ＹＥＳの場合　

　推薦者は被推薦者に伝えると共に、幹事は全会員に承認

封書を配布する

・配布後、７日以内に会員より書類にて不承認の通知があ

った場合幹事は、理事会を開催し規定に従い決議する

・入会を承認すると理事会が決議し、または会員の誰から

も書面による不承認の通知が無かった場合、1回のゲスト
参加を促す

・１回目のゲスト参加は、原則として配布後７日以上経過

後に行い、その後、入会金及び会費の納入の手続きを行う

・２回目のゲスト参加の当日、入会金・会費の納金を確認

後、当日入会式を行う

・入会式は、会員証の発行と共に、ロータリー情報資料を

提供する

・ゲストフィは、２回目までは会負担・３回目は当人負担

とする

■審議事項

３．クリスマス家族会について

※加藤氏より説明　親睦委員会

　　事業計画及び予算について説明

　　岸本ガバナー補佐　夫妻が出席します
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　承認

４．７クラブ合同新年会について

※大房氏より説明　親睦委員会

　　事業計画及び式次第について説明

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　承認
５．地域開発プロジェクト委員会　３月９日　植林について

※澤田氏より説明

　　事業計画及び予算について説明

　　　→家族会と合同で事業をする

　　植林した後、もみじの管理はだれがやるのか　

　　　→三島市にお願いをする予定です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　承認

臨時　理事　役員会　議事録

日　時：平成１９年１２月７日（金）１８時００分より

場　所：三島グランドホテル１階　例会場

記録者：鈴木政則

司会者：西原

会　長：古屋会長挨拶

第６回　理事　役員会　議事録
日　時：平成１９年１２月７日（金）１９時３０分より

場　所：三島グランドホテル　レストラン

出席者：古屋　西原　澤田　兼子　保坂　野中　田中　渡辺

　　　　片野　大房　山梨　山口　望月　矢岸　鈴木

オブザーバー：加藤

欠席者：中村　山本　　

記録者：鈴木政則

司会者：西原

会　長：古屋会長挨拶

　会員推薦手順　案

クラブ見学ゲストの推奨、ゲストフィの２回をクラブ負担とする

↓

推薦会員、会員組織委員会は推薦状を幹事に提出

↓

理事会審議

可・否

↓

全会員に承認封書を送付する

↓

推薦者に通知、推薦会員と共にゲスト出席

↓

入会式、会員証、ロータリー情報資料の提供

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　承認



　３０個のクラブ名から５個のクラブ名に絞り込み、１２

月７日年次総会で２９名の会員より投票していただきました。

投票の結果　せせらぎ三島ロータリークラブ　に決まりました。

　今後は新しいクラブ名の手続きに入っていきます。

　又、バナーの件は山口辰哉さんに作成のお願いをいたし

ましたので、皆様方のご協力をお願いいたします。

　２００８年７月より使用できる様に頑張ります。

　以下、投票結果です。

　５個の中から一つ選んで番号に○を付けて下さい。

　　　１．　三島せせらぎ ＲＣ　　　１名

　　　２．　湧水三島 ＲＣ　　　　　０

　　　３．　せせらぎ三島 ＲＣ　 　１９名

　　　４．　ばいかも三島 ＲＣ　　　２名

　　　５．　三島南 ＲＣ　　　　　　７名

　　　　　 合 計　　　　　 　　　２９名

　クラブ名は

　　せせらぎ三島ロータリークラブ
　に決定いたしました。

６．後期会長挨拶ビデオ挨拶に変更について

※古屋会長より説明

　会員にはロータリーを良く理解をしていただき、楽しい

例会にする為ビデオを使用します。

　ビデオの購入費　１８０００円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　承認

７．その他

　次年度地区米山委員会には

　　保坂国夫　野中伸行

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　承認

　クラブ名変更特別研究プロジェクト委員は、皆様方のお

陰で３０個のクラブ名の募集ができました。


